
学校地域ＷＩＮ－ＷＩＮプロジェクト　教育プログラム

生徒参加のパネルディスカッション

学校側に整えてもらいたい設備・環境

・学年全員が集合でき、映像機器（パソコン・プロジェクター・スクリーン）・音響機
器（ワイヤレスマイク）が使用できる場所。（体育館など）

学校側への依頼事項

会社名 一般社団法人ディレクトフォース

プログラム名

①高校生に進学の先、社会に出ることを考え人生100歳の設計のきっかけにする。
②グローバル化AI化の波はどこにでも迫ってることを認識する。
③デスカッションを通じて上記の理解と思考、創造力を身に着ける

プログラムの内容

①パネリストになる高校生面談して知識と進め方を事前に検討。
②パネルディスカッションは基調講演20分、壇上のパネリスト生徒との討議30分。
③会場全体講義40分まとめ10分。
④上記および振り返りシートへの記入により、社会には一つの正解はない、
　主体的に発言することの大切さを実感する。

対象生徒 高校全校生徒（特定学年も可）　

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
所要時間
実施場面

５０分×２コマ

プログラムのねらい

連絡先

部署名 アカデミー部門　授業支援の会

担当者 藤村峯一 ＷＥＢ http://www.directforce.org/

電　話 080-1210-9410 e-mail fuji26ra@gmail.com

学校側へご提供いただけるもの

・過去の授業実例

学校負担費用 派遣講師の交通費

企業のＷＩＮ

・教育への支援・社会貢献
・当該一般社団法人の目的は社会貢献

学校のＷＩＮ

・海外経験豊かな元一流会社の経営者と対話ができる。
・討議を通じて実社会で何が起きているか将来どうなるのかを知ることが出来る。
・主体的に学ぶことの大切さを実感する。

・パネルディスカッションへの理解と協力

http://www.directforce.org/
mailto:fuji26ra@gmail.com

